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結 核 菌 に 封 す る ス ト レ プ トマ イ シ ン の

2、3の 試験管 内実験

財團法人結核予防会結核研究所(所 長 隅部英雄)

小 川 辰 次

工 藤 砧 是

■ 緒 論

ア メ リカ で は 、結 核 菌 に対 す る ス トレプ トマ イ

シ ンの 試 験 はか な り くわ し くや つ て い て 、試 験 管

内 の 実 験 は必 要 な い とい えぱ 、 それ で も よい と思

うが ・我 々 と して は や は り、 一慮 我 々の 実 験 成 績

を持 ち、 更 に 萬発 す る礎 とす る事 も釜 の な い事 で

は な い と思 わ れ る の で実 験 を した｡我 々 の用 い た

ス ト レプ トマ イ シンは 、G.H.Qよ り分 與 され た

もの で あつ て 、Pfeizer会 社 製 の硫 酸 塩 で あ る｡

工【.実 験 方 法 及 び 実 験 成 績

1・発 育 阻 止 作 用 の 塔 地 に よ る 差異

我 々は 、 固 形 培 地 と して1%KH2PO4培 地 ①

液 体 培 地 と してJKirchner培 地 、Sauton培 地 を

用 い陛 止 力 を比 較 した｡

方 法:(1)1%KH2PO4培 地 は鶏 卵 と基 汗

・との混 合 液 を、 中試 験 管 に5cc宛 分 注 して 凝 固

器 で 固 め る｡培 地 の凝 固 水 のpHは6.6～6.8で

あ る｡

(2)Kirchner培 地 、 血 清 を加 え ないKirc・

hnerの 液 を4.5cc宛 中試 験 管 に分 注 して滅 菌 し

て 置 き、 用 に臨 み馬 血 清 をO.5cc宛 加え る｡Eil

ち全 量 が5ccと な る わ け で あ る◎pH6.8

(3)Sauton培 地 、5cc宛 を中試 験 管 に分 注

して 滅 菌 して お く｡pHは7・2、

先 す ス ト レプ トマ イ シンを滅 菌 蒸 溜水 で溶 か し

て1cc中40mgの もの を作 り、 之 を100｡Cで

3分 聞 、重 湯 煎 の 中 で加 熱 して滅 菌 し、 之 を原 液

と して 、滅 菌 蒸 溜水 で更k、2倍 、4倍 、8倍 と

順 次 稀 釈 して 、.1ec中 次 の量 を含 む 一 列 の 溶 液

を作 る｡帥 ち2・5mg、1・25mg、O・625mg・O・313mg・

0ユ56皿9、O.078mg、O.039mg、O・019mg、O・0095

mgの9種 類の濃度の ものである｡

前記3種 の培地 に、この溶液を0.1cc宛 加 え

る｡そ して同一の濃度の混入の培地を2本 宛作つ

てお く｡又 対照として、滅菌蒸溜水 をO・1cc宛

加えた培地 を2本 作つてお くo術 液体培地を使用

する場合は、Kirchner,或 はSautonlg地 の外に、

更に滅菌蒸溜水の5cc宛 分注 したものを2本 作

つてお く｡ス トvプ トマィ シン混入には1ccの

メスピベッ トを使用 して、濃度の最も低い部分か

ら初めて、順次、濃度の高Vbも のに及ぼした｡ス

トレブ トマィ シンを加えたら、1%KH2PO4培 地

は斜面を動か して均等に潤 し、斜面 を上にして、

斜面台にねか し37｡Cの 艀卵器に一書夜放置して

液を乾かす⇔液体培地はよく振盗 して混和し、同

様に艀卵器中に放置する｡す るとス トレプ トマイ

ジンの量は、培地1ccに 対 して前記の溶液の1/50

量 となるわけであつて、第1表 の様になる(後掲)｡

翌日、グ リセリン馬鈴薯培地に植えた菌の純粋

培養の ものを、型の如 く秤量し、礪璃の乳鉢で摺

り、滅菌蒸溜水で、先す1cc中10mgの 菌液 を

作 り、之を滅菌蒸溜水で更に稀釈 して、適当の濃

度の ものを1ccの メスピペッ トを用いてO・1cc

宛1%KH2PO4培 地 とKirch滋er培 地に植える｡

そして1%KH2PO4培 地では、菌液を培地の斜薗

に平等に潤おして、斜面 を上にして斜面台にねか

せ、37｡Cの 艀卵器の中に1～2日 放置し、菌液の

乾 くのを侯つて封蝋 し、たてて37｡Cの 購卵器 に

入れてお く｡

Kirchner培 地は菌液 を加 えたら更に馬血清 を

05cc宛 加えて振邊 してよくまぜ、封蝋 して之を

37｡Cの 艀卵器に放置する｡叉SautOn増 地に使

用する菌膜は均等の ものが必要であるが、之を得

る爲に先す5ecに 分注 したKirch歎eガ 培地に前
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述の様にして作つた菌液を1mg(1cc中10mg

のものをO・1cc)加 えて培養すると、1～2週 間

目に培触の表面にうすい菌膜が出來る｡之 を白金

耳で1白 金耳宛、 液表面に浮か して封蝋し37｡C

の艀卵器に培養 した｡随 つてSauton増 地への培

養は2週 閥喬 より準備 しておき、同時に三種の培

地 に培養する様にしたo

次に判定の方法であるが、培養 したものは毎週

1回 宛見て、6週 迄見た｡そ して1%KH2PO4±9

地では菌の聚落の認めない最低の濃麦の所をもつ

て其の発育阻止の濃度とし、Kirchner培 地では
な

試験管の底の菌の肇育の歌態を見 ると同時に、菌

の発育 して來るものは、2週 、3週 と経過 して來

ると、液の表面にも発育 し液の表面を菌 膜 で 被

b、 更に試験管壁va2mm程 度の菌膜の輪が出來

るので、之等の状態を輩に滅菌蒸溜水を5cc入 れ

てある対照及びス トレプ トマイ シンの混入してい

ないKirc㎞er培 地の対照 と比較して、不完全阻

止 と完全阻止を読み菌の発育の完全に阻止 されて

いる部分の最低のス トレプ トマイ シンの濃度 をも

つて、発育阻止の濃度 とした｡Sauton培 地では、

菌が発育 して來ると、菌膜が液の全表面を被い、

更に試験管の壁に2mm敵 後の菌膜が萬來 る故、

之等の歌態をK廊hner培 地の場合 と同様に、滅

菌蒸溜水を5cc入 れてある培地及びSauton培 一

地にス トレプ トマイ シンの入つていない培地 と比

較 して不完全阻止 と、完全阻止を読み、完全に発

育 を阻止 されている最低の濃度をもつて発育阻止

の濃度 とした｡

i実験成績:

第1表 発 育 阻 止 作 用 の 培 地 に よ る 差 異

ジ

使 用 菌 株

イ)VK

ロ)BCG

ハ)陸F.T.P.

漏 暫 蝋5・,
25

γ

押0

¥
・

21 5

Y

26 2

Y

ユ3 ゐり

Y

308

Y

70轟り

Y

51

オ

o脳 照

1%KH2PO,1
■ ■ 一 ■8・5レ3・5i州 冊1蝋 冊

Sauton 1一 ト}一 卜 卜1■ 一 硝 帯 擁
1%KH:1)O弓 一}■ 一 ■ 一 ■3レ ・51・gi・8

Kirc㎞er
卜1一 ト ÷一 ト1一 ト}ザ 鼎 冊

■%KH2POモ

Kirchner

卜1引 ■ ■ …y3・ ・い4122152・5172・5

卜 卜1-一 ト1一 卜 卜 田 睡1冊
Sauton 卜 ■ 一 卜 卜 ■ 一.ト ー+擁

ノ

誌31)Streptomycinの 濃 度 は培 地1ccに 就 て のmierogramを 示 す｡
｡聰

2)表 中の数 は聚 落数を示 す｡

3)一 は発育 しなかつた事 を示 し、+、 静、帯 、冊 等 は其 の発育 の度合 を示 し、1%KH、PO茎 培地

では聚落の数え られない事 を示 す｡

イ)は 人 型 菌 、 班K菌 株 のグ リセ リ ン馬 鈴 薯 、

培 地2週 闇培 養 の もの を用 い、1%KH2PO{培 地

に は10-7mgを 培 養 した｡Sauton増 地 には 前 述

の 様 に して1白 金 耳 宛 培 養 した｡其 の結 果 は 、1

%KII2PO4培 地 で は6・25microgm・Sauton培 地 で

はO・78microgm・ で 阻 止 して竺 る｡印 ちSauton

培 地 は1%KH2PO4培 地 に比 して阻 止 力が 強 い｡

次 に ロ)はBCGの グ リセ リン馬 鈴 薯 培 地、、3週 聞

培 養 の もの で 、1cc中10mgの 菌 浮 游 液 を作 り、

之 を氷 室 に4時 間 放 置 し、其 の上 澄 を滅 菌 蒸 溜 水

で10;倍 に稀 釈 して其 の0.1ccを 植 え、 又Ki-

rchner培 地 に は 、1cc中10mgの 菌 液 の上 澄

をO・1cc宛 培 養 した｡其 の成 績 はKirchner培

地 は1%KH2PO4培 地 に比 して 阻 止 力が 強 い｡

ハ)は 人 型菌 、陸 下FTP株 の グ リセ リン馬鈴 薯 培 地

3週 間培 養 の もの で 、1cc中10mgの 菌 液 の 原

液 を作 り、BCGと 同様 氷 室 に入 れ て お い た もの

の上 澄 を10δ 倍 に稀 釈 して 、 其 のO.1cc宛 を1

%KH2POi培 地 に、 又Kirchuer培 地 に は原 液 の

上 澄 の0・1ccを 、Sauton培 地 に諮 述 の様 に し て

一一一29
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準 備 して置 い た菌 膜 の1白 金 耳 宛 を培 養 した｡そ

して3っ の培 地 を比 較 した｡i其 の成 績 は 、Sauton

培 地 が 最 も阻 止 力 が 強 く、、O.36microgmま で 阻

止 し・Kirchner増 地 はO.78microgm.で 之 に 次

ぎ・1%KH2POi培 地 で は6.25mierogm.で 阻」ヒ

カ は3者 の 中 で 最 も弱 い｡

以 上 の三 つ の 実 験 か ら、Sauton培 地 は最 も 発

育 阻 止 力 が 強 く、1%KH2PO4培 地 は 最 も弱 く、

Kirchner培 地 は 其 の 中 聞 で あ る と い う事 が 出 來

る｡

2・移植 菌量 の 発 育 阻 止 作 用 に 及 ぼ す 影 響

方 法:喀 疾 よ り分 離 して 聞 も な い人 型 菌 、仲 株

の グ リ セ リ ン馬 鈴 薯 培 地 培 養3週 聞 の もの を、前

同 様 、1cc中10mgに な る様 に菌 液 の原 液 を 作

り、 滅 菌 蒸 溜 水 で うす め て 、予 め ス ト レプ トマ イ

シンの種 々 の もの を加 え て 準 備 し て あ る1%

KH2POi培 地 に ぐ5皿g,5×10"img,5×10"2mg,
が

5×10・"mg,5×10""mg,の 種 々の量 を培 養 した｡

培 養 の 方 法 及 び判 定 の 方 法 は前 と同 様 で あ る｡

成 績;

第2表 移植歯量の発育阻止作用に及ぼす影響 癬
駕

魂謹 5

γ

2 5鉱

Y

1 52

Y

a 21
上

Y
・

3 65

Y

1 O,780.39

YY

a糾 対照

O.5mg ・6昭 帯 柵 ∬研 い 凱 醗 牌 帽甘 ㈹

0｡5x10-i皿g ・5田 鰍 "三 獄　 柑三 ㈹ 脚

・・5x・・一・皿gl-}一 26・δ 田 り 冊 燃 熈q 、縦　

0,5x10-3Ptg 引 一 8・1・4S・61・42い2・ 岡 柵

a.5×1e-"g匪g
引 一1一 28 26 8・・51g・ 148 114

註:第1表 の場合 と同様 であ る｡

第2表 で見る様に移植菌量の多 くな る に 随 つ

て、発育阻止力が減退して來る｡し か し減退は移

植菌量の少量の差では見 られない｡

3・発育阻止作用の菌型並びに菌株による差異

方法:前 と同様にして、1%KH2PO4培 地で

人型菌として純粋培養 の 仲株、陸FTP株 、又

人型菌と思 われる、薦田｡佐 久問の喀疾を使用 し

た｡此 の外、牛型菌RV株 、烏型菌bBCGの 純

粋培養のζのを顯 した海 湊は両者共、1観 野

中 に結 核 菌 が5～6個 見 られ た もの で あ るが 、之

を4%のNaOH水 で それ ぞれ103倍 、10i倍 に

稀 釈 して 、其 の0.1cc宛 を1%KH2PO{培 地 に

於 てKH2PO4の 量 を3%に しfe3%KH,PO{培

地 に植 え、 前 同 様 斜 面 を上 に してね か し 、乾 燥 さ

せ た上 、 ス ト レプ トマ イ シンを加 え て更 に乾 燥 さ

せ て 封 蝋 し、37｡Cの 艀 卵 器 に培養 した｡纏 培養

の 実 験 方 法 及 び 共 の他 の 方 法 は前 述 の=様で ある｡尋

成 績:

第3表 発育阻止作用の菌株及び菌型による差異

菌 型1菌 株1
{＼St.mycin

＼甥 50

¥

25

γ

蟹り

Y
・

21 曽り

γ

26 0
4

100
Y

8

V
も

10ハQ

Y
曝

"0
08

Y

706

Y

51 封 照

輻 田 ・伊倍1-i--1-2413・/剛 ・0・1・ ・411・2

i人 型 佐 久 剛
}

… 倍i■-1塑

仲i・ ・5x10一馳9卜i-i

Irl28145i831・ ・31瑚

日 ■ 、2812618・ ・5
9・い48

159

}・14

陸FTpい0㌔9卜 一1-P「 ・・igい2・5i33い ・ 2s

年 型IR

晦 「
Vい ・-7⑳gl-■-1つ ・列25122 341・7137

い・蝿
一 一 剰 器 脚 馴 柵 陣 鼎 鞭

避 _30一
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f IBCGい ・-7mgl-1一 ト1-{一
3い4132157・si.72・si

註:第 ユ表 の場合 と同様 であ る｡

弗3表 で見 る様 に 、 人 型 菌 は 、 保 存 菌 株 、喀 痩

の いか ん に 拘 わ らす 、6・25miCTogm.で 、牛 型 菌 は

125mi¢rogmで 、 鳥 型 菌 は 、25microgmで 、B

CGは3・12microgmで 阻 止 してV・る｡用 い た菌

株 の数 が 少 い の で 、菌 型 に よる違V・は 、 は つ き り

し なレ・｡

4・発 育 過 程 の 菌 に 対 す る発 育 阻 止 作 用

方 法:人 型 菌 、 陸FTP株 のグ リ、セ リ ン馬 鈴 薯

増 地 、4週 欄培 養 の もの で 、前 同様 に して1cc

中10mg含 む様 に菌 液 を作 り、之 を更 に稀 釈 し

て13倍 と し、其 のO.1cc宛 即 ち10'7mgを 沢

山 の1%KH:PO{培 地 に植 え 、斜 面 と して 購 卵 器

に1日 放 置 し、翌 日乾 燥 す るの を侯 つ て 、其 の'一・・"'-t

部 に ス トレプ トマ イ シンの種 々 の濃 度 の溶 液 を、

前 同 様 に して 、O.1cc宛 加 えて 其 の 阻 止 作 用 を見

た の が 第4表 中 の直 後 で あ り、 菌 液 を培 養 した 其

第4表 発育過程の菌に潟する発育阻止作用

聚落の
発育前

聚落の
発育後

St.myciu

の 量 50

Y

25

Y

轡わ

Y

21 5
)
Y

26 3,・1}・ ・Sl 8

Y

ガ0 バリ

Y
・

30

剛 対照
直 後1-■ 一 引 一i6川 ・157166i85

f 週 後1一 卜 卜i3・ ・}7つ47三4i96い8い ・

2
週
後

3

週
後

瀞 皿yc'噂 かけ る12固341・9・5i342234155i33i4・133

讐藻d噂 かけ「3213413・ 昭45{4917・ レ 呵69i68睡

獣y¢'噂 かけ る127・Sl6・ 司8gD6167i48}88182148i47

讐撰c'nを かけ「3劉6・86168i5214719・ 擁1ザ42

註:1)帯 は聚 落が 融合 して数へ られ な くなつた事 を示す｡

x2)其 の他 は第1表 の場合 と同 じであ る｡

の他のものは翌 日乾燥するのを侯 つて封蝋 し、

艀卵器で培養する｡1週 聞卿卵器中で培養 した後

に封蝋 した ものをとつて、前同様 としてス トレプ

トマイ シンの溶液を加えて阻止力を見たのが、表

申の1週 後である｡直 後及び1週 闇後は、聚落の

まだ肉眼で認められない時期の歌態である｡同 様

にして、菌液¢)2週 闇培養のもの、3週 聞培養の

ものについて其の阻止力を見たのが表中の2週 後

3週 後である｡之 等の場合は、聚落は肉眼で認め

られるが、2週 後の揚合は聚落は小さく、其の時

の聚落の数は、可なり不確実であるが、3週 後の

ものは、聚落 も大きくな り、正確に数 を数 える嘱

が出來た｡其 の他の事は前同様である｡

成績:第4表 の様である｡即 ち直後では、3・12

microgmて 阻止 しているが、培養1週 後のもので

は、12.5microgmで 阻止している｡又 」音養2週

後の ものをス トレブ トマィシンを加える直前に聚

落 数 を数 え 、1週 聞 毎 に検 査 して3週 目 に於 け る

歌 態 を見 る と、 ス トレプ トマ イ シンの 濃度 の低Vb,、

所 で は 聚落 数 は著 明 に」曾 して い るが 、6・25micr-

ogm,12.5microgmと 濃 度 の増 す に蓮 れ て 聚 落 の

檜 加 す る程 度 も減 り、25microgm,50microgmで

は殆 ん ど聚落 数 は 増 してV・な い◎ 叉聚 落 の大 き さ

も156microgmま で は 対 照 と差 が な く、大 き くな

つ て い る が 、 ス トレプ トマ イ シンの量 の増 加 と共

に聚 落 の 大 き くなV・方 が減 少 し、25皿icregm,50

microgmで は ス トレプ トマイ シン を加 え る前 と大

差 なv、｡即 ち全 然 聚 落 は 大 き くなつ て い なb｡

以 上 の成 績 か ら2週 後 の場 合 で は、25miα09拠

が 発 育 阻 止 の最 低 の濃 度 と見 る事 が 出來 る｡

次 に3週 培 養 の もの で は 、 ス トレブhマ イ シン

を加 えて2週 後 の阻 止 作 用 の歌 態 を見 る と、 此 の

場 合 は 聚 落は 大 体 嵩 つ くしてV・る の で、 聚 落 の 数

で は ス トレプ トマ イ シンを加 え る前 と大 差 ない が
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聚 落 の大 き さは50microgm,25microgmで は他

の もの に比 して 著 明 に小 さい｡し た がつ て 聚 落 の

大 き さか ら25microgmで 阻 止 され て い る と見 る

事 が 欝來 る｡術3週 培 養 の もの は25皿icrogm,

斎幅 α・gmの 濃度のものでは聚落の色が 培 養 し
て古 くなつた聚落の様に褐色を呈 してV・た｡以 上

の実験か ら、ス トレプ トマイ シンは、菌の発育の

早い時期の もの程、 よく発育 を阻止するが、菌が

発育 して來 るに随つて、阻止作用は減つで來ると

いう事が出來 る◎

5・殺 菌 力

第5表 殺 菌 力

其の1

St,my6irt

の 量

処 理 時 間

24.6

mg

12.35

ユng

ρ0

κ6

」

窺

6 対照

直 後lg`・IS.2518司28・8

・ 時 剛 … い ・gl2β45.0

3時 剛2・3い8刈 ・7・5

註:1)Streptomycinの 濃 度 は1cc中 のmgを 示

す｡

2)表 中 の数 字 は4週 目に発 育 した聚 落 数 を 示

一 す｡

其 の2

{葱晶皿濃孟 騨 燭1翻 対照
lm三crog宝 〕αmlC「{,gnli

蔭 後1・9・ い8・ ・11ゐ1副

・ 時 間}27・2i3叫7紳8・

3時 馴 ・L6・62い46瞬

・6時 問i2刷6つi8si28・5

註1)Streptomycinの 濃度は1ce中 のmicrt)gm・

尊 示す｡

2)表 中の数字 は聚落数 を示 し、冊 は聚落 の数が

多 くて数 え られ ない事 を示す｡

方 法;第5表 、共 の一 は1cc中 の滅 菌 蒸 溜 水

中 の ス ト レプ トマ イ シンの量 を表 の様 に して軍 位

をmgと した｡之 等 を5cc宛 中試 験 管 に とつ て

之 に人 型菌 、 仲 株 のグ リセ リ ン馬 鈴 薯 培 地 、3週

培 養 の もの でNlcc中10mg含 む 様 に菌 液 を作

りs之 の菌 液 を α1cc宛 加 え る｡加 えた ら よ ぐ振

つ て まぜ る｡此 の ス トレプ トマ イ シン加 菌 浮 游 液

か ち 直 ち に其 の α5cc宛 を取 つ て 、滅 菌 蒸 溜 水 で

1α 倍 に稀 釈 して 、 其 のO.1cc宛 を1%KH2PO4

培 地5本 に培 養 し、 更 に この ス トレプ トマ イ シン
の な

加 菌 浮游 液 を37｡Cの 卵孚卵 器 に1時 間 、3時 …闇1放

置 して 同 様 に して 培 養 した｡103倍 に稀 釈 した の

は 、 ス ト レプ トマ イ シンの溶 液 の 濃度 を発 育 阻 止

力 以 下 に して 、 培 地 に植 えた 揚 合 の ス トレプ トマ

イ シ ンの影 響 を避 け る爲 で あ る｡即 ち24.6mgの

もの を上 述 の様 に して植 え る と、 ス トレブ トマ イ
ぱ

シンの量は植えた培地の19皿 につき4.9microgm

となる｡仲 株は発育阻止の濃度は6.25microgm

であ り・3・12microgmで ほ発育 しているが・この

聞の事は実験 していなV・◎それで49microgm

の時はどうであるかは不明であるが、ス ドレプ ト

マィ シンの影響はかな りさける事が出來ると思わ

れる｡培 養 した ら4週 間観察して、発育 した聚落

数を数え、5本 の培地の平均値を禺して 比 較 し

た｡

其の2は ス トレブ トマィ シンの 量 を前 者 の

1/1000量 とした｡之 は通常の方法で患者に ス ト

レプ トマイ シンを投與された時の血中濃度の附近

の濃度である｡之 の場合は、陸FTP株 のグ リセ

リン馬鈴薯培地、3週 間培養の もので、同一濃度

の菌液を作 り・其の1の 場合 と同様に して培養 し

て、直後、1時 闇、3時 聞、16時聞の処理後の発

育 した聚落の数を数 えて、殺菌 力を見た｡

成績:第5表 、其の1、 其の2で 見 る様 に処理

時聞の長 くなるに蓮れて聚落数は減少 しているも

其の1で は濃度による差は見 られないが、之は聚
ノ

落数が少なかつたので差が出なかつた ものと思 わ

れ る｡其 の2で は、直後の場合は、ス トレプ トv

イシンの濃度に よる差は著明では無V}が 、濃度の

高V・もの程・処理時聞の経過 と共に聚落数 の減 り

方が著明であ砂、濃度の低い揚合は減 砂方が徐々

である0

6・ ス トレプ トマイ シン溶液保存の阻止作用に

及ぼす影響 ・

方法:第6表 で見 る様 に・10c中 の2.5mg,

1・25mgの 様 に2倍 宛に稀釈 して9本 の一列のス

トレプ トマイシン水の溶 液 を作 つ てお き、之 を

5｡C以 下の電氣冷藏庫に貯藏 してお く｡そ して作
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第6表St「eptomycin溶 液保存の阻止作 用に及ぼす 影響

菌 株、

WK

SIS

移植翻 ＼sも 　躍 δ｡
＼、

＼!「r.____遡 鑓}

110-7mg

25

Y

5

Y

21 625'3.、2L561｡Y8

マ 了YiY

O.39

γ

当 則 ■ ■ ■ 引8・十 副 酬 柵
嘩 照
冊lua

当 日1一

仲 い・一触gい5

■ 一 ト ・f)いi姻84}6・6&

皿K
当

10-7mg--

34

日1■ ■ 一 一 い826i81・51901・481・ ・4

陸PFT

陸PFT

日 ト1-・ 卜 卜 山・司 引23152・5i 45

日 「■ ■ ■ ■ 劉 ・三5412・ ・514・江48

10-7mg

10稀7皐9

当 日{-1-1-1■ ・司6司 ・・15766125

73 日 卜 卜/一 ト
■51・83・{3868・5

当 朗M■ ■L ・」31・4}32157・S172・5

81 三 ■ 一{■-1・ 司 ・司7陣51 }28
ぷ

註 ∫)表 中の数字 は聚 落数 を示す◎ 伽

2)其 の他 は第1表 の場合 と同様であ る｡

つ た 当∫日、15日 、34日 、73日 、81日 と経 過 し た も

の に つ き、其 の都 度 、新 し くス トレプ トマ イ シン

の全 濃度 の もの を作 つ て 、1%KH2PO4培 地 を使

用 して、 前 述 の様 な方 法 で 阻 止 力 を比 較 し て 見

た｡此 の堵 合 も前 同 様 ス トレプ トマイ シ ンの量 は

O.1cc宛 を5ccの 培 地 に加 え た の で あ るか ら、培

地1ccに 対 して は前 述 の 溶 液 の1/50量 とぜな り、随

つ て第6表 の様 に な る｡使 用 した菌 株 は何 れ も人
、

型 菌 で あつ て 、 阻 止 力は 同 一 の もの で あつ た｡

成 績:第6表 で見 る様 に81日 保 存 の もの で も

其 の 力 債 は落 ちてV・なV辱 荷81日 保 存 の もの と

i新し く作 つ た もの をSauton培 地 、Kirc㎞er培

地 と比 較 して見 て も、1%KH2PO4培 地 に 於 け

る と同様 に、 力 便 は落 ちて い な い｡

7.ス トレプ トマ イ シ ンを1%KH2PO4培 地

に混入 して艀卵器に放置 した揚合の発育阻止作用

に及ぼす影響｡

方法:前 同様にして予め沢山の1%1(H2PO4培

地にス トレプトマイ シンの溶液を第7表 の様に加

えて斜面とし、37｡Cの 艀卵器中に放置し、翌 日、

液の乾 くのを侯つて、其の一部に陸FTP株 のグ

リ、リン馬鈴薯培地4週 培養の もので1cc中
き

10mgの 菌 液 を作 り㍉ 之 を稀釈 して10'7ng宛 加

え て培 養 す る｡其 の他 の ス トレプ トマ イ シンの 混

入 した ものは 封 蝋 して購i卵器 の 中 に更 に 放 置 す

る｡そ して1週 聞 経 過 した もの 、17日 経過 した も

の につ き、 同 一 の 菌株 を もつ て、 同 一 の菌 量 を加

え て 、阻 止 力 の影 響 を見 た｡

成 績;

第7表 Streptomycinを1%KH・ ・PO,培 地 に混入 して卿 卵器に放置 した場合の阻止作用 に及ぼす影響
蟹

1＼ も.七.皿yciエi

噂 Y

05 5

Y

2 鍵0

りi

21 5

Y

26
ue3ユ2

Y

6

γ

51

嘲 剛 似卵 照
司 ■-H

・・5い ・ 57 66 85

7日 副 ■ ■ 一
li251・8昭36司SS /5・ ・5

・7日 副 ■-12・ 帯 帯 冊 冊 明 冊

へ

註:第1表 の場合 と同 じ｡

第7表 の様である｡即 ち翌 日と7日 目では差は無 いが、17日鰐卵器に放置 したものは明かに発育阻
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止 力か 弱 くな つ て い る｡

In.総 括 並 び に 考 察

Strept◎mycinの 結 核 菌 に対 す る発 育 阻 止 作 用

は 、培 地 の種 類 に よつ て 差 の あ る事 はSelln且n　
&Waksmall(?),JohnEHilichDetroitMichβ),

あ{y畑W・Fischer(4),Corper&M.L.Cohn(5)

等 に よつ て夙 に称 され た 事 で あるが 、 余等 の成 績

も全 く之 と一 致 す る｡叉Corper&Cohnが 結 核

菌 の発 育 の よV・卵 黄 培 地 の方 が発 育 の悪V・寒 天培

地 よ りも発 育 阻 止 作 用 が 弱 い と称 した事 も、余等

の成 績 が 之 を裏 書 き して い る｡又 移 植菌 量 に よつ ・

て も阻 止 作 用 が 違 つ て 來 る事 はCorper&Cohn,

J◎hBEHlielDetroidMich等 に よつ て 認 め られ

て い るが 余等 の 成績 も全 く之 に 一致 す る｡其 の他

菌 型 に よつ て 阻 止 力 に差 の あ る事(Youmalls&

Karlson昭(7》,ElizabethH.NVillistor&Youmans(8))

ス ト レプ トマイ シンは阻 止 力 と共 に殺 菌 力 もあ る

事(Smith&Waksman)も 全 く先 人 の成 績 と一 致

す る｡街 ス5レ プ トvイ シンの溶 液 は 、10｡C以

下 の 氷室 に 保 存 す る と力便 は5週 間 は落 ちなV・と

Yourrrans&KarlSOIIが 称 して い る が 、 我 々 の成

績 で は伺81日 で も力便 の減 退 は見 られ な い｡我

々 は其 の他 試 験 管 内 の種 々 の実 験 をや つ て 來 た

が 、余 等 の 成績 は大 体 諸 先 進 の成績 と一致 す る も

の で あ るo

IV.結 論

1)1%KH誉PO4培1地 、Kirch皿erナ吾地 、SautOn

培 地 の3者 に就 て、 ス トレプ トマ イ シ ンの結 核菌

に対 す る発 育 阻 止作 用 を見 る と、Sauten培 地 が

最 も強 く、 次 にKirchner培 地 で あ り、1%

K恥PO4培 地 は最 も弱 い｡
評

2)発 育 阻止 作 用 は接 種 菌 量 の 多 くな る に蓮 れ

て 弱 くな る｡叉 移 植菌 の培 養 の期 聞 が 長 び くと共

に 弱 くな つ て來 る｡叉 聚 落 を形 成 した もので も

1cc中 の量 が25mi｡rogm以 上 で あ る と発 育 を

阻 止す る｡

3)発 育 阻 止 作 用 を1%KH2PO4培 地 で 見 る

と、 人型 菌 で は6.25micr091nで あ り、 牛 型 菌 で

は125microgm,鳥 型 菌 で は25microgmで あ り、

BCGで は3、12microgmで あつ た｡

4)殺 菌 力 は 濃度 の ます と共 に、処 理 時 聞 の長

び くと共 に著 明 に なつ て来 る｡

5)ス トレプbマ イ シンの溶 液 を5｡C冷 藏 庫

に81日 保 存 して も力債 は 低 下 しな い｡又1%の

KH2PO4培 地 に入 れ て37｡Cの 艀 卵 器 に入 れ て お

くと1週 間 で は 力便 は低 下 しない が 、'17日 目の も

のは 力 債 が 低 下 して い た｡

(終 りに臨 みス トレプ トマイシ ンを分 與下 され た 弓H

Qサ ム ス準將 に厚 く感謝の意を表 すると共 に、御 校閲下

され た柳 沢謙博士 に感謝す る｡)
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